





































































































































































































































三千の寵愛、一身にあり金屋、粧ひ成つて、嬌として夜に侍し玉楼、宴やんで、酔うて春 和す姉妹弟兄 みな土に列す憐れむべし光彩、門戸 生ずつひに天下、父母の心をして男を生むを重んぜず女を生むを重んぜしむ


























木のために“六宮ノ粉黛モ顔色ナシ”といいたいほどだ た」 （ 『新・平家物語（五） 』四二六ページ）という描写があり、これは楊貴妃の美しさをたたえた「長恨歌」の第八句である。ちなみにこの描写のややあとに「林間ニ酒ヲ煖メテ紅葉ヲ焼
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「いけない、城太さん」 （ 『宮本武蔵（五） 』八四ページ）




















































十六、君遠クヘ行 ……」 （ 『宮本武蔵（五） 』八四～八六ページ）
「長干行」については説明が必要である。この詩は、夫が行商に出たあとの若い妻の回想という形をとり、 『唐詩三百首』などにはいって有名であるけれども、実は李白の作なのだ。勿論、 「白楽天といったので思い出した」だけであって、白楽天の作といっているわけ はないものの 誤解をまねきかねない一節である。ちなみに前述したように「歴史時代文庫」には「註解」がそなわるが、この「長干行」に一切言及してい いのは物足りないなお、吉川英治はこの詩の作者には本当に無頓着だったらしい。おなじく戦前に新聞に連載された『三国志』でも、 「三
花一瓶」の章にこの詩を「十二、三歳 少女」がうたう場面がある（ 『三国志（一） 』一二七ページ） 。いうまでもなく、三国時代に唐詩を口ずさむ少女が れば時代錯誤である。
もっともこのことは、吉川英治が、たしかめるまでもなく記憶でこの詩を書いたことの証拠であるということは、考えら








長安の粉黛はみな色を消すだろう」 （ 『三国志（二） 』七七ページ）と感嘆するが、これは第一章でも出た「後宮の佳麗三千人」や「眸を回して一笑すれば百媚生ず／六宮の粉黛は顔色無し」によった表現とおぼしい。「痴蝶鏡」の章で、彼女をめとった董卓について「太師のお目ざめが遅いわけは、昨夜、その美人を幸いして、春宵の短きを嘆じていらっしゃ ことでしょう」 （ 『三国志（二） 』八三ページ）と噂されるのは、第二章で触れた、第十五句の 春宵短 苦しんで日高くして起く」によったとおもわれる。ちなみに管見のかぎり、吉川英治が参看したであろう『三国志演義』や『通俗三国志』にこれらの描写は出てこな よう















「人間燈」の章では、董卓を破滅させるという目的を達したあと彼女は死 えらぶ。遺体 天然 麗質は、死んでからよけいに珠のごとく
燦かがや










まいそうにすり寄っている」 （ 『三国志（二） 』六八ページ）とある。即断はできないけれども、これは第十三句の「雲鬢花顔金歩揺」によったのではあ まいか。
貂蝉の形容ではないが、 「火か人か」の章には董貴妃について次のような描写もある。
貴妃は、雲鬢重たげに、「いいえ……」と、かすかに花顔を横に振っていう。 （ 『三国志（三） 』三五六ページ）











（４）李逵が『水滸伝』に初めて登場するのは、百回本では第三十八回。第三十九回には宋江が尋陽江をお ずれる場面がある。（５）ちなみに井上靖に、このことに言及した「秋索々」というエッセイがある（ 『新書太閤記（十一） 』三九七・三九八ページ） 。（６） 『親鸞』の「女人編」に「峰阿弥がたり」という章があり、平家琵琶を聞きながら「大絃は嘈々 し 急雨のよ に、小絃 切々として
私語のごとしという形
ことば






















































































励ましておいでになった」 （ 『新・平家物語（四） 』九ページ） 。
　「石船の巻」にはまた「楊氏の女の貴妃が、玄宗皇帝にえらばれて、華清宮の芙蓉の帳に寵せられたそれとはちがうが、形において、楊氏
の一門とよく似た幸運が、平家一門に、それまで 貴族の門とは形をかえて、咲いたのだ」という描写もある（ 『新・平家物語（四） 』八八ページ） 。 「芙蓉の帳」は、 「長恨歌」第十四句の「芙
ふようちゃう
蓉帳暖かにして春宵を度る」にもとづいていよう。




























帝の悔恨を、胸に歌に繰り返して、泣き死んでも追いつかないことである」 （ 『宮本武蔵（八） 』二三四ページ） 。
（
（3）ただし久保天随著のこの部分に「おもふに、呂布の眼中に在っては、宛然、梨花一枝春雨を帯ぶ 似たらむか」 いう評釈はある。なお『通俗三国志』 （昭和二年、有朋堂書店） は「董卓その夜は貂蝉に
幸さいはひ
して、次の日午の刻まで起あがらず。呂布は早朝より相府に出
でて窺ひ見れども 董卓いまだ
出いで
ざりしかば、
私ひそか
に後堂へ入りて侍女に問ふ。侍女答へて申しけるは、太師は昨夜貂蝉と共に
寐いね
玉ひし
が、今に至りて起玉はず」がこの部分にあたる。
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（
（4） 『私本太平記』に、勾当内侍について「
花かん
顔ばせ
」という形容が出てくるのも、 「長恨歌」の「雲鬢花顔金歩揺」という詩句によったもので
あろう。拙稿「 『私本太平記』札記」参照。
（附記）
 本稿は、平成二十九年三月の「言語と文芸の会」の例会発表にもとづきます。御教示をたまわった先生がたに御礼申し上げます。
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